
増え続ける宿泊客のタブレット利用
客室にWi-Fiがなければ
リピーターと新規顧客獲得は不可能

サンルート国際ホテル山口 様 / 国際ホテル宇部 様
吉永企業グループが山口県で運営するホテル「サンルート
国際ホテル山口」「国際ホテル宇部」。これまでも宿泊客向
けに有線LANによるインターネット接続環境を提供してきま
したが、スマートフォンやタブレットの利用増に伴いWi-Fi
の導入が必須と判断。バッファローの「WAPS-APG600H」
を導入し、ビジネス客を中心とする宿泊客の利便性と満足
度を大幅に向上させました。

写真： 左、サンルート国際ホテル山口 支配人の西村克人 氏（以下西村氏）右、国際ホテル宇部 支配人の阿部正和 氏（以下阿部氏）

山口県を訪れたビジネス・観光客を
迎え入れる2つのシティホテル
　四国・中国・九州地方を中心に、多角的なビジネ
スを推進する吉永企業グループが山口県内で展
開する2つのホテルが、山口の中心部に位置する
「サンルート国際ホテル山口」と山口宇部空港かほ
ど近い好立地に位置する「国際ホテル宇部」です。
　ビジネス・観光の拠点利用されるサンルート国
際ホテル山口は、地上9階建てのホテルタワーは
総客室数80室、一方の国際ホテル宇部は観光客
に加え、宴会や結婚式の利用者も多く、客室は
102室、両ホテルとも多くの利用客を迎え入れて
います。

必須な設備としてWi-Fi環境を整備
　両ホテルは、国内外からの宿泊客をさらに受け
入れていくため、インターネット接続環境の整備も

進めてきました。そうした中で、「これからのホテル
に不可欠な設備」として、2014年秋、両ホテルに
おいて同時に導入されたのがWi-Fiによる高速な
ネットワークアクセス環境です。そして、そのインフ
ラを実現するために選択されたのが、防長商事よ
り提案されたバッファローのWi-Fi製品でした。

約3日間という短期導入を実現
　2014年8月の導入決定を経て、9月の本稼働に
向けた導入作業が開始。お客様への影響を最小限
に留めるため、両ホテルともに約3日間という短期
間で導入工事を終えました。このようなスムーズな
導入を行えた背景には、綿密なスケジュール調
整、電波状況を確認するサイトサーベイの実施な
ど、徹底した事前準備が奏功したといいます。
　さらに今回の設計・構築にあたりホテル側から
の強い要望を受けて、既存の宿泊客向け有線LAN

とは別に、新たにWi-Fi用の基幹ネットワークも敷
設。万が一のトラブル発生時でもインターネット接
続を可能にすること、また、原因が有線LAN側にあ
るのか、Wi-Fi側にあるのか、問題の切り分けをす
ぐに行えるようにするためです。

高い通信性能で導入台数を抑制
　今回のプロジェクトでは、WAPM-APG600Hが
両ホテルに22台ずつ導入されました。両ホテルと
もに1フロアあたり3台のWi-Fiアクセスポイントを
設置、1台のアクセスポイントあたり4部屋をカバー
するWi-Fiネットワークが構築されています。通信
速度は最大300Mbps（規格値）、2.4Gh/5Ghzを
合わせて最大33チャンネルが利用でき、必要最小
限の台数で十分に快適な通信が実現されました。
また、無線端末間の通信を遮断するSTAセパレー
ターやSSIDセパレーターにより、十分なセキュリ
ティも確保されています。
　さらに、各Wi-Fiアクセスポイントを集約する
スイッチとして、PoE給電に対応したGigaスイッチ
「BSL-PS-G2108M/G2116M」も導入されました。
電源周りの工事をはじめとした設置費用が大幅に
削減されるとともに、高速通信によりWi-Fiの性能
を支えるネットワークが実現されています。

安定したWi-Fi接続を提供、リピーター
や新規宿泊客の獲得増にも貢献
　9月から運用が開始されたWi-Fi環境ですが、
「導入以後、Wi-Fi環境は安定稼働を続けており、
お客様からのクレームなどは一切寄せられていま
せん」、と西村氏、阿部氏は評価します。Wi-Fiの設
備があることで新規で獲得できた海外の団体客の
ケースや常連のリピーターからも喜んでもらえて
いるといいます。
　サンルート国際ホテル山口、そして国際ホテル
宇部では、今後、ホテル内のWi-Fi環境のさらなる
整備を進めていく構えです。

ピックアップ導入事例

なお、サンルート国際ホテル山口ではWi-Fi接続を
フリーに、国際ホテル宇部ではID/パスワードによ
る接続を行っていますが、Wi-Fiの利用方法につい
ても宿泊客からの問い合わせは皆無、と西村氏、
阿部氏は口を揃えます。

リピーターや新規宿泊客の獲得増にも貢献
Wi-Fiはリピーターや新規宿泊者の獲得増にも不
可欠と西村氏、阿部氏は強調します。西村氏は、
「先にも述べたように今やWi-Fiの導入は当たり前
になっており、Wi-Fiがあってこそリピーターになっ
て頂いていると考えています。もしこの設備がなか
ったら、次回は別のホテルにするお客様も多いの
ではないでしょうか」と言います。

また阿部氏も、「ある海外の団体のお客様はもとも
と他のホテルを定宿としていましたが、そこには
Wi-Fi環境がなかったため、当ホテルに問い合わせ
がありました。結果、当ホテルに宿泊頂くことにな
り、以後、常連のお客様としてご利用頂いていま
す。海外からのお客様は長期滞在されることも多
く、今後もそうしたケースが増えていくと期待して
います」と話します。

実際、旅行代理店からはインターネット設備につ
いて問われることも増えており、中でもWi-Fi環境
が必須条件になっていると阿部氏は説明します。

Wi-Fi活用シーンをさらに広げるため、数年先を見
据えた提案を期待

すべての客室でスムーズなWi-Fi接続が実現され
たことで、仕事での活用だけでなく、SNSやインタ
ーネットの動画像を快適に楽しめるようになった

サンルート国際ホテル山口、そして国際ホテル宇
部では、今後、ホテル内のWi-Fi環境のさらなる整
備を進めていく構えです。阿部氏は、「今回、別館の
客室のほか、2つのレストランにもバッファローに
よるWi-Fi環境を構築しましたが、本館の結婚式場
や宴会場の既存Wi-Fi環境もさらに充実させ、より
快適なアクセスを提供していきたいと考えていま
す」と強調します。そうした中で、西村氏はWi-Fi環
境の拡張、さらには今後のホテル業務におけるIT
活用について次のように防長商事、そしてバッファ
ローに期待を寄せます。

「今後はホテル業務での利用など、Wi-Fiの活用シ
ーンも多様化していくと考えています。ITは業務の
合理化に不可欠なツールですが、その進化も早く、
目先のメリットだけをみてその時々の最先端の製
品を導入しても数年後には時代遅れになる可能
性もあります。防長商事、そしてバッファローには、
機能性はもちろんのこと、それを導入することで業
務上私たちがどのようなメリットを享受できるの
か、数年先までを見据えた提案と製品の提供をお
願いしたいと考えています」（西村氏）

エアステーション プロ 11n/a&11n/g/b対応
インテリジェントモデル 無線LANアクセスポイント
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